
12 国土政策・地域政策



1 国土政策と地域政策
国土政策：国内における開発の制限や立地の調整
地域政策：地域間の経済格差の発生、国土全体のバランスよい発展

海外の事例⇒1930年代の世界恐慌
イギリス：失業問題対策⇒労働力の移動、衰退地域への産業誘致、工業団地、金融支援
アメリカ：テネシー川流域開発公社(TVA)⇒失業対策としての公共事業
インドネシア：トランスミグラシ政策

未来の日本をどうす
るか、わがこと化し
て考えよう！



全国総合開発計画

●第一次から第四次まで
目標年次は1970年、1985年、1977年から10年間、2000年

Q:この間に日本の状況にどのような変化があったか。

●第五次は「21世紀のグランドデザイン」

Q:開発という言葉が計画名から消えた！なぜか？

時代のコンテクストで、国
土政策、地域政策を捉えて
みよう！
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2～3 全国総合開発（第一次から第四次） 高度経済成長からオイルショック、バブ
ル経済の時期を経て低成長へ至る時代

全国総合開発計画（図12-1）
・工業開発を中心とする「拠点開発方
式」
・開発促進地域の選定

Q:地域格差は解消されたか？
⇒新全国総合開発計画
地方分散は進まなかった
⇒大規模な工業基地を地方へ誘導

巨大工業地帯の建設をめざしたが

第三次、第四次総合開発計画
・オイルショック(1973、1979年）によ
り高度経済成長は終了
・公害問題
・大都市の過密と農山村の過疎
⇒「モデル定住圏」（教科書P.77)

・田園都市構想 (時代による考え方の違いに注意)

・ハイテク産業と観光産業
・東京一極集中から多極分散型へ
⇒遷都論．．．立ち消え

1962年「新産業都市建設促進法」15ヶ所
1964年「航業整備特別地域整備促進法」6ヶ所

だれが計画し、
だれが実行するか？



4 全国規模での総合開発計画の限界

もう開発の時代ではないのではないか？
・「全国総合開発」(第四次まで）から「国土のグランドデザイン」へ
⇒「多極分散型国土構造」．．．地域の自立

背景には少子高齢化．．．人口オーナスの時代

キーワード
多自然型居住地域、大都市のリノベーション、広域国際交流
圏、．．．

きたる人口減少社会は
どのようにデザイン
したら良いのか

アメリカ⇒強い拡大・成長志向＋小
さな政府
ヨーロッパ⇒環境志向＋相対的に大
きな政府

日本⇒理念は？ビジョンとその選択に関する議論の必
要性（広井良典：人口減少社会のデザイン）

みなさんの将来の暮らしに関わる日本社会のありかた
わがこと化して考えよう！ 理念＋実現



5 国土政策と地域政策の課題と将来像

2014年「国土のグランドデザイン2050～対流促進型国土の形成～」
2023年 第三次国土形成計画（第一次2008年、第二次2015年）

日本が直面する諸問題は何か
どのように対処するのか
フォーキャストとバックキャスト



ハワードの田園都市構想
（11章開発と地域より）
19世紀から始まった鉄道網の建設によって駅を中
心としたまちづくりを可能とし、道路や住宅の区
画に余裕を持たせ、緑地を配置するなど、のちに
日本の都市計画にも大きな影響
⇒大平元首相の「田園都市構想」

みなさんはどこで暮らしますか？
どのような暮らし、どのような関係性を
持つことを快適と感じますか？
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